
年４月１日発行広報みよし No

三
月
十
一
日
、
午
後
二
時

四
十
六
分
頃
。
宮
城
県
三
陸

沖
を
震
源
地
と
し
た
最
大
震
度
７
の

地
震
（
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
）

が
発
生
し
ま
し
た
。
三
芳
町
で
も
、

震
度
５
弱
を
観
測
。
町
で
は
、
瓦
の

崩
落
や
建
物
の
ひ
び
な
ど
、
命
に
関

わ
る
被
害
は
報
告
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
東
北
地
方
を
中
心
に
多
数
の

犠
牲
者
が
出
て
い
ま
す
。

町
に
も
、
「
自
分
に
も
何
か
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
」
等
の

問
い
合
わ
せ
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
被
災
地
の
人
々
の

様
子
や
、
こ
う
い
っ
た
私
た
ち
の
行

動
が
世
界
に
発
信
さ
れ
、
世
界
中
の

人
々
か
ら
、
こ
の
「
助
け
合
い
」
の

精
神
が
賞
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
発
生
し
た
地
震
は
、
近
年

危
惧
さ
れ
て
き
た
首
都
圏
直

下
型
の
地
震
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
、
今
後
い
つ
ま
た
地
震
が
き
て

も
大
丈
夫
な
よ
う
、
備
え
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
必
要
以
上
に
心
配
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
の
準
備
と
心
構
え
が
重
要
で
す
。

豊
島
区
と
防
災
協
定
を
締
結
す
る

六
市
五
町
の
共
同
宣
言
に
基
づ

き
、
町
で
は
、
茨
城
県
常
陸
大
宮
市
へ

の
救
援
物
資
搬
送
を
行
い
ま
し
た
。
提

供
物
資
は
、
町
で
備
蓄
し
て
い
る
食
品

の
一
部
（
ク
ラ
ッ
カ
ー
、
ア
ル
フ
ァ
米
、

缶
入
り
ソ
フ
ト
パ
ン
）
と
米
２
ｔ
、

木
村
屋
総
本
店
三
芳
工
場
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
い
た

一
万
五
千
食
の
パ
ン
で
す
。

常
陸
大
宮
市
で
は
、
人
的
被
害
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
も
の
の
、
家
屋
の
倒
壊
や

塀
の
崩
落
、
道
路
の
亀
裂
・
陥
没
が
み
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
電
気
、

水
、
電
話
等
が
ほ
ぼ
不
通
と
な
っ
て
お
り
、
主

に
食
事
や
ト
イ
レ
に

支
障
を
き
た
し
ま
し
た
。

避
難
所
と
な
っ
た
本
庁
舎
で

は
、
廊
下
や
会
議
室
ま
で
避
難
し

た
人
が
溢
れ
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
重
要
性
、
そ
し
て
、
今
回
の
地
震
の

恐
ろ
し
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

地
震
当
日
、
停
電
で
消
え
て
し
ま
っ
た
信
号
機
に
代
わ
り
手
信
号
を
行
う
警
察
官 

帰
宅
困
難
者
の
宿
泊
場
所
と
な
る
武
道
場
に
災
害
用
毛
布
を
準
備
す
る
淑
徳
大
学
職

員 

株
式
会
社
木
村
屋
総
本
店
三
芳
工
場
よ
り
提
供
い
た
だ
い
た
救
援
物
資
用
の
パ

ン
（
一
万
五
千
食
） 

（
社
）
埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
所
沢
支
部
の
協
力
を
得
て
茨

城
県
常
陸
大
宮
市
に
救
援
物
資
を
輸
送

【常陸大宮市内】 塀が崩落している 割れたガラスの集積場 本庁舎内

の避難所・ソファの上で避難生活を送っている 三芳町災害対策協力会、

三芳町・常陸大宮市職員、自衛隊員で救援物資の荷降ろしを行っている

三芳町 秩父市

栃木県
那須烏山市

長野県
箕輪町

岐阜県
関市

群馬県
神流町東京都

豊島区

茨城県
常陸大宮市

福島県
猪苗代町

新潟県
魚沼市

岩手県
一関市

山形県
遊佐町

豊島区と
防災協定を結ぶ

６市５町

共同宣言
参加自治体

地震　そのとき、三芳町は…
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非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

《
例
》
・ 

水
、
乾
パ
ン
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
缶
詰
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
等
の
食
品

で
、
家
族
が
２
日
間
程
度
飢
え
を
し

の
げ
る
量

　
　
　

・
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
予
備
電
池

　
　
　

・
ラ
イ
タ
ー
、
ナ
イ
フ
、
ロ
ウ
ソ
ク

　
　
　

・ 

救
急
医
薬
品
（
病
気
治
療
中
の
方
は

予
備
の
治
療
薬
）

　
　
　

・
衣
類
、
手
袋
、
タ
オ
ル

　
　
　

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
防
災
頭
巾

　
　
　

・
紙
お
む
つ
と
乳
幼
児
用
の
食
品

　
　
　

・
印
鑑
、
預
金
通
帳
、
現
金

地
震
が
発
生
し
た
ら

○
自
分
の
身
を
守
る

　

・
テ
ー
ブ
ル
や
机
に
身
を
隠
す 

　

・
頭
を
座
布
団
や
枕
で
保
護
す
る 

○
最
も
恐
ろ
し
い
火
災
の
発
生
を
防
ぐ

　

・
コ
ン
ロ
は
消
し
て
ガ
ス
の
元
栓
を
し
め
る 

　

・
電
気
製
品
は
プ
ラ
グ
を
抜
く 

　

・
火
が
出
た
ら
初
期
消
火
を
行
う 

　

・ 

避
難
す
る
と
き
に
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と

す
（
通
電
火
災
の
予
防
に
な
り
ま
す
）

○
逃
げ
る 

　

 

あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
す
と
、
瓦
や
看
板
、

ガ
ラ
ス
片
が
落
ち
て
き
て
危
険
で
す
。

そ
の
他

○ 

普
段
か
ら
、
地
域
や
職
場
等
の
防
災
訓
練
に

参
加
し
、
消
火
器
の
使
い
方
な
ど
に
慣
れ
ま

し
ょ
う
。

○ 

普
段
か
ら
家
族
で
、
集
合
場
所
や
連
絡
方
法

を
現
実
的
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
詳
し
い
こ
と
は
、
入
間
東
部
地
区
消
防

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
ご
覧
い
た
だ
き
、
「
も
し
も
」
の
時

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

【
入
間
東
部
地
区
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　
　

h
ttp
://w

w
w
.iru
m
a
to
h
b
u
1
1
9
.jp
/

　

東
北
関
東
大
震
災
被
災
者
支
援
の
た
め
、
左

記
の
施
設
に
義
援
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

いま、
わたしたちが
できること

協
力
す
る

寄
附
す
る

備
え
る
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《日本赤十字社》

・役場福祉課窓口

問い合わせ

　日本赤十字社埼玉県支部三芳町分区

　〔福祉課（内線172、173）〕

《中央共同募金会》

・役場住民課窓口

問い合わせ

　社会福祉協議会　 258－0122

《三芳町》

・役場福祉課窓口

・町内各出張所（藤久保・竹間沢）

・町内各公民館

　（藤久保・竹間沢・中央）

・中央図書館

・総合体育館

・文化会館（コピスみよし）

問い合わせ

　政策秘書室（内線422、423）

最新の情報は、随時、町のホームページ、Twitter
（ツイッター）でお知らせしています。

　

今
回
の
地
震
で
東
京
電
力
の
設
備
が
大
き
な

被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
電
気
の
供
給
力
が

不
足
し
て
い
ま
す
。
被
災
地
を
始
め
、
必
要
な
場

所
・
施
設
に
送
電
す
る
た
め
に
も
、
節
電
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
食
料
・
日
用
品
の
極
端
な
買
い
急

ぎ
に
よ
り
、
物
資
が
被
災
地
に
回
ら
な
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
「
平
常
時
に
お
け
る
需

要
に
対
し
て
は
、
各
社
と
も
十
分
な
供
給
能
力

を
有
し
て
い
る
」
と
、
経
済
産
業
省
が
発
表
し

て
お
り
、
過
度
な
心
配
は
不
要
で
す
。
本
当
に

「
今
」
そ
れ
が
必
要
な
の
か
を

考
え
、
譲
り
合
う
心
を
も
っ
て
生
活
物
資
の
購

入
を
お
願
い
し
ま
す
。


